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ライカ DI C800をご購入いただきありがとうございます。

弊社は、分かりやすく操作性にすぐれた製品の開発に努めており
ますが、ライカ DI C800の機能を最大限にご利用いただくためにも、
この取扱説明書をよくお読みくださるようお願いいたします。 

ライカ マイクロシステムズ株式会社の製品についてのお問い合
わせにつきましては、以下のウェブサイトをご覧ください。

www.leica-microsystems.com

弊社製品をお選びいただきましてありがとうございます。ユー
ザーの皆様が、ライカ DI C800の品質、性能にご満足いただけるこ
とを願っております。

ライカマイクロシステムズ株式会社
本社
〒108-0072
東京都港区白金 1-27-6  白金高輪ステーションビル 6F
Tel.03-5421-2803
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重要事項
この取扱説明書 / 設置説明書には、安全上の重要な
注意事項、および装置の使用法に関する重要な情
報が記載されています（「安全上の注意事項」の章
を参照）。

製品のセットアップを行う前に、取扱説明書 / 設置
説明書を熟読してください。

製品識別情報
ご購入の製品の型式コードとシリアル番号は銘板に記載されてい
ます。本製品について当社にお問い合わせいただく際は必ずこ
の情報をお知らせください。

型式：       シリアル番号：  

本書で使用する記号
この取扱説明書で使用されている記号の意味は下記のとおりです。

警告
死傷事故につながるおそれのある危険な状況あるい
は不適切な使用方法を示します。

注意
正しい取扱いをしなければ、この危険のために、とき
に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは物的・金
銭的・環境的な損害を受ける恐れがあります。

本製品を技術的に正しく効率的に使用するために役
立つ情報を示します。

 ➩ 指定された行動をとる必要があることを示します。

はじめに
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デザインと機能 

ライカ DI C800のデザイン

1 接眼レンズ
2 眼幅調整範囲の表示
3 眼幅調整ノブ

同梱のアクセサリ

 •  XGA ビデオケーブル（ライカ DI C800とワークステーションまた
は PC を接続）

 • ライカ DI C800  取扱説明書 / 設置説明書（10 743 250）

 

ライカ DI C800の機能
ライカ DI C800 （デジタルイメージングカラーモジュール）はデータ
の重ね合わせのためのモジュールを内蔵した双眼鏡筒です。
内蔵のカラーディスプレイ上でデータやビデオ映像を重ね合わせ
ることができます。

ライカ DI C800の接続部

5 ビデオケーブル端子
6 CAN ケーブル

ライカ DI C800に関わる代表的な 
接続部品の概要

A 側視用双眼鏡筒
B ビデオアダプター（記録用アクセサリ）用ポート
C ライカ DI C800
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ライカ DI C800の組立

 ➩ 0° アシスタントアタッチメント（ビームスプリッターまたは第 2 
の観察用アタッチメントに付属）のダブテールリングのクラン
プネジを緩めて保護カバーを外します。

 ➩ ライカ DI C800 を慎重に挿入し、クランプネジを締め付けます。

ライカ DI C800の組立中はライカ手術用顕微鏡の最大許
容負荷に注意してください（顕微鏡の取扱説明書を参
照）。

組立
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ライカ DI C800の接続

1 オプティクスキャリアの CAN 接続ケーブル用ソケット
2 CAN 接続ケーブル
3 XGA ビデオケーブル（PC またはワークステーション用）（青色マーク）

CAN 接続ケーブル（2）の敷設中に屈曲を生じないよう注意してください。
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ライカ DI C800の起動

コントロールユニットへのライカ DI C800の登録

 ➩「Service（サービス）」メニューで 「Setup（セットアップ）」を選択
します。

 ➩「Device List（デバイスリスト）」タブに切り替えます。

 ➩ DI C800 を選択し、「Toggle（トグル）」ボタンを押します。DI C800
「present」が緑色で表示されます。以上でライカ DI C800がコン
トロールユニットに登録されました。

 ➩「Back（戻る）」でメニューを終了します。

ライカ DI C800のセットアップ

ライカ DI C800で輝度の最大値と最小値を設定します。

 ➩「Service（サービス）」メニューで「Setup（セットアップ）」を選択
します。

 ➩「DI C800」タブに切り替えます。

 ➩「+」および「–」ボタンを用いて輝度を設定します。

あるいは、
 ➩ 輝度調節バーを直接クリックします。

「+」および「–」ボタンを短くクリックすると輝度が 1 刻
みで変化します。ボタンを長押しすると値が 5 刻みで
変化します。

設置
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設置

設置の確認

機能テスト

 ➩「Service（サービス）」メニューで「Diagnostic（診断）」を選択します。

 ➩「DI C800」タブに切り替えます。

機能テストのために次のオプションが用意されています。
 • Image on / Image off オーバーレイしたデータを含む表示

のオン・オフを手動で切り替えます。
 • Testimage ライカ DI C800の接眼レンズ内にテス

ト用画像を重ね合わせます。
 • Video signal is (in)correct ビデオ信号の状態を示します。
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「User Settings（ユーザー設定）」メニュー
ライカ DI C800 を接続し起動すると、「User Settings（ユーザー設定）」
メニューに「DI C800」タブが追加されます。

オーバーレイ画像の標準輝度の変更

 ➩「User Settings（ユーザー設定）」メニューで DI C800 を選択します。

輝度には次の選択肢があります。
 • Default Image Brightness　　  「+」キー、「-」キーを用いるか、また

はバーをクリックして画像の輝度の既
定値を変化させます。

 • Linked Brightness On/Off　　   「Linked Brightness（リンクされた輝度）」
を有効にすると、ライカ DI C800のディ
スプレイの輝度が顕微鏡の照明の輝
度と同時に変化します。 

「+」および「–」ボタンを短くクリックすると輝度が 1 刻
みで変化します。ボタンを長押しすると値が 5 刻みで
変化します。

ライカ DI C800 で基本的な輝度を設定し、顕微鏡の照
明の輝度とリンクさせることをお勧めします。

ライカ DI C800 の機能のフットスイッチまたはハンドルへの割り当て
ライカ DI C800 を接続し起動すると、「DI C800」の機能グループが
選択肢に加わります。

 ➩「User Settings（ユーザー設定）」メニューで「Foot/Hand（フット / ハ
ンド）」または「Handles（ハンドル）」を選択します。

 ➩ 左側の「DI C800」機能グループを選択します。

 ➩ ライカ手術用顕微鏡の取扱説明書に記載されている機能を割
り当てます。

顕微鏡のフットスイッチおよび / またはハンドルには
ライカ DI C800の制御のための下記の機能を割り当てることができ
ます。

Image on/off  ライカ DI C800のディスプレイのオン・オフを切り替
えます。

Brightness+ 重ね合わせたデータの輝度を増大させます。
Brightness- 重ね合わせたデータの輝度を減少させます。

操作
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手術中に
ライカ DI C800 を接続し起動すると、スタティック メニューバーに 
DI C800 クイックアクセスボタンが追加されます。

オーバーレイの現在の輝度の変更

 ➩ DI C800 クイックアクセスボタンをクリックします。

 ➩「+」または「–」ボタンを押します。

または
 ➩ 輝度調節バーを直接クリックします。

「+」および「–」ボタンを短くクリックすると輝度が 1 刻
みで変化します。ボタンを長押しすると値が 5 刻みで
変化します。

ライカ DI C800 のディスプレイを切るには「Image off」ボ
タンを押します（輝度 = 0 %）。

手術中は輝度をフットスイッチで調節することをお勧
めします。
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安全上の注意事項
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本装置の用途
 • ライカ DI C800 デジタルイメージングカラーモジュールは、デー
タまたは画像の重ね合わせができる眼科用手術顕微鏡のため
の光学装置です。重ね合わせデータは顕微鏡像にオーバーレ
イされます。

 • データ源として使用する装置を含め、ライカ DI C800を接続する
には必ず同梱のプラグとケーブルを使用してください。

不適切な使用
 • ライカ DI C800 はこの取扱説明書に記載した方法でのみ使用で
きます。それ以外の方法で使用することは、物的損害の原因に
なります。

装置の責任者のための情報
 • 訓練を受けた人以外には ライカ DI C800を使用させないでくだ
さい。

 • この取扱説明書は装置の使用場所に常備してください。
 • 定期的に検査を行い、ユーザーが安全上の注意を守っている
ことを確認してください。

 • 警告記号および警告メッセージの意味について、ユーザーに
十分に説明してください。

 • 装置使用の準備、装置の操作、保守作業について責任分担を
明らかにしてください。またそれが遵守されているかどうかを
監視してください。

 • ライカ DI C800 が適切な状態にないときは、使用しないでく
ださい。

 • 負傷または物損事故につながる可能性のある故障に気付いた
ときは、直ちにお取引ディーラーまたはライカ マイクロシステ
ムズ（株）に連絡してください。

 • 電磁波およびその他の放射線に対する通常の注意を遵守して
ください。

 • 本装置に改変を加えないでください。
 • 接続する装置およびアナログ・デジタルのインターフェース（信
号入出力）の設定はすべて、医療用装置に関する IEC 601-1/EN 
60601-1 規格による証明を受けていなければなりません。上記
規格の限界値を超えないようにすることはユーザーの責任で
す。疑問のある場合には、技術部門またはお取引ディーラー
の担当者にご連絡ください。

 • 本装置を CE 認定を受けていないコンポーネントと共に使用し
た場合、システム全体が CE 不適合となります。

装置ユーザーへの指示事項
 • ライカ DI C800は、特定のライカ手術用顕微鏡およびそれに対
応する最新バージョンのソフトウェアとの組み合わせでのみ使
用することができます。疑問がある場合には、技術部門または
お取引ディーラーの担当者にご連絡ください。

 • 業務手順と作業の安全に関しては、管理責任者の指示に従っ
てください。

 • この取扱説明書の指示事項を遵守してください。

安全上の注意事項

 • 設置場所の電源系統は IEC、CEC、NEC 規格に適合していなけれ
ばなりません。

 • ライカ DI C800を滅菌することはできません。
 • 事故防止・環境保護に関する現地の現行法規を遵守してくだ
さい。

使用時の危険

手入れ
注意 
保管条件が不適切であると装置を損傷するおそれがあ
ります。

 ➩  ライカ DI C800 を保管するときは必ず保護用のダス
トカバーを取り付けてください。

 ➩ 直射日光や熱の装置への影響を防止してください。

 ➩ ライカ DI C800 が不適切に使用されることのないようにしてくだ
さい。

 ➩ ライカ DI C800 の光学系についた塵埃はベローズと柔らかいブ
ラシを用いて清掃してください。

 ➩ ライカ DI C800 本体は湿したタオルで清掃し、柔らかく糸くずの
出ない布で水分を拭きとってください。

 ➩ ライカ DI C800 を湿気、蒸気、酸、アルカリ、腐食性物質に接触
させないでください。

 ➩ 装置付近に化学薬品を保管しないでください。

 ➩ 装置に油脂を付着させないでください。機械部品やスライド
面にグリースやオイルを決して塗布しないでください。

 ➩ 作業を一時中断するときも、ライカ DI C800に保護のためダスト
カバーを掛けてください。

 ➩ ケーブルは強く巻きすぎたり、折り曲げたりしないでください。

 ➩ ライカ DI C800を滅菌することはできません。

保守
装置の保守作業は不要です。装置の信頼性を確保するために、
ライカマイクロシステムズ（株）に問い合わせて予防措置を取る
ことをお勧めします。
定期的な検査を設定したり、保守契約を結ぶことができます（推奨）。

サービス
サービス作業は必ずライカ マイクロシステムズのサービス技術
者に依頼してください。
部品を交換する場合は、ライカ マイクロシステムズの純正部品の
みをご使用ください。

廃棄
装置を廃棄する際には現地の法規制を遵守してください。適切な
廃棄物処理業者に依頼してください。装置梱包はリサイクル可能
です。
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画像データのトラブルシューティング
不具合：画像の重ね合わせができない
考えられる原因 1：データ源が画像を発信していない
XGA ビデオケーブルのプラグ接続の不良、または XGA ビデオケー
ブルが正しく接続されていない

不具合の修正：
 ➩ ユーザーインターフェースに DI C800 クイックアクセスボタンが
出ているかどうかを確認

 ➩ ビデオ信号が正しいかどうかを確認

 ➩ データ源が画像信号を発信しているかどうかを確認

 ➩ ライカ DI C800と外部データ源の間の XGA ビデオケーブルのプラ
グ接続を確認 

 ➩ 外部データ源への XGA ビデオケーブルの接続が正しいときは、
お取引ディーラーへ連絡

原因 2：ライカ DI C800 の電源が入っていない 不具合の修正：
 ➩ ライカ DI C800とオプティクスキャリアの間の電源ケーブルのプ
ラグ接続を確認 

 ➩ オプティクスキャリアへの電源ケーブルの接続が正しいときは、
お取引ディーラーへ連絡

原因 3：ライカ DI C800 が起動されていない 不具合の修正：
 ➩ ユーザーインターフェースに DI C800 クイックアクセスボタンが
出ているかどうかを確認

 ➩ DI C800 クイックアクセスボタンが出ているときは、お取引ディー
ラーへ連絡

不具合：重ね合わせた画像の色が正しくない
原因：プラグ接続の不良
XGA ビデオケーブルのプラグ接続の不良、または XGA ビデオケー
ブルが正しく接続されていない

不具合の修正：
 ➩ ライカ DI C800と外部データ源の間の XGA ビデオケーブルのプラ
グ接続を確認 

 ➩ 外部データ源への XGA ビデオケーブルの接続が正しいときは、
お取引ディーラーへ連絡

不具合：重ね合わせ画像のフォーマットが正しくない
原因：接続したワークステーションからのデータまたは信号の
フォーマットが正しくない

不具合の修正：
 ➩ ワークステーションのグラフィックカードの設定を確認

不具合：相関する輪郭が対象物と正確に重ならない
原因：データ源がライカ DI C800に対して較正されていない 不具合の修正：

 ➩ データ源をライカ DI C800に対して較正

ディスプレイのトラブルシューティング
不具合：ディスプレイが信号エラーを示す
原因：ディスプレイが自己起動する、または正しくないビデオ信
号を表示する

不具合の修正：
 ➩ ライカ DI C800 の接続を一旦抜いて入れ直す

 ➩ ライカ DI C800 の電源を切り、ハンドスイッチ / フットスイッチま
たはタッチスクリーンを用いて入れ直す

光学系のトラブルシューティング
不具合：執刀医が長時間の使用で頭痛を覚える
原因：光学系の軸がずれている（鏡筒などの取りつけが不十分） 不具合の修正：

 ➩ お取引ディーラーまでご連絡ください。

メッセージおよび警告
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電気仕様

一般的分類
安全性の分類 タイプ B

電源
入力電圧 +24 V DC（CAN 接続経由）
消費電力 最大 15 W

CAN インターフェース
出力 +24 V DC / 最大 30 W

グラフィックインターフェース

RGB 信号 0.7 V p–p / 75 Ω
水平および垂直同期 TTL
VESA 規格 60/70/75 Hz（1024（H）x 768（V）画素に対し）

ディスプレイの特徴
種類 反射式 LCD
LCD 解像度 1024（H）x 768（V）画素
コントラスト 最小 250:1、典型値 400:1
カラー深度 16 ビット

物理的データ
寸法 270 x 190 x 140 mm 
重量 2.1 kg

周囲条件
輸送時 –40 °C～ +70 °C（–40 °F～ +158 °F）
保管時 –10 °C～ +55 °C（–14 °F～ +131 °F）
 相対湿度最高 75 %
操作時 +10 °C～ +40 °C（+50 °F～ +104 °F）
   相対湿度最高 75 %

適合規格
EU 指針 93/42/EEC、
EN 60601-1; -1-1; -1-2

アクセサリ
8.33x および 10x 接眼レンズのいずれもライカ DI C800に使用可能

適合性
オプティクスキャリア ライカ M844、ライカ M820、ライカ 
M822

仕様



ライカ マイクロシステムズの技術革新の力は常にユーザーを基礎とし
ており、ユーザーとの協力を実り多いものと考えています。この目的の
ため、弊社は価値基準として、パイオニア精神、高度な品質、チーム
精神、科学に対する情熱、継続的な改善の 5 項目を定めています。

メディカル部門
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ライカ マイクロシステムズは 4つのビジネス部門に分
かれてグローバルに活動しており、そのいずれでも
マーケット リーダーとして位置付けられています。

Life Science Division • 
（ライフ サイエンス部門）
ライカ マイクロシステムズのライフ サイエンス部門は
微小構造の視覚化、測定、分析のための技術的な専
門知識と最高度の技術革新力により、科学界のイメー
ジングに対するニーズに応えています。ライカ マイク
ロシステムズの研究アプリケーションに関する豊富な
知識が、科学の最先端をリードする私たちのお客様を
サポートします。

Industry Division • 
（インダストリー部門）
ライカ マイクロシステムズのインダストリー部門は、最
高度の品質と結果を求めるお客様をサポートしていま
す。微小構造の観察、測定や分析に最も適した革新
的なイメージング システムは、工業分野のルーチン
作業や研究だけでなく、工業材料、品質管理、法医
学や教育といった各分野のアプリケーションのソリュー
ションとなっています。

Biosystems Division • 
（バイオシステムズ部門）
ライカ マイクロシステムズのバイオシステムズ部門は
組織病理学ラボや研究者に、最高度の品質で広範に
わたる製品ポートフォリオを提供しています。患者向
けから病理学者向けのものまで、病理学上のあらゆる
作業ステップに適した理想的な製品がこのポートフォ 
リオに含まれており、ラボ全体の生産性を高めるワー
クフロー ソリューションが可能です。Novocastra ™ 
試薬の使用と革新的なオートメーション化が特色の病
理システム一式を擁すライカ マイクロシステムズは、
作業プロセスの迅速化、信頼性の高い診断機能、そ
してお客様との緊密な協働を通じて、患者により良い
ケアが提供されるようサポートしています。

Medical Division • 
（メディカル部門）
ライカ マイクロシステムズのメディカル部門は手術
を行う医師と患者の治療をサポートするだけでなく、 
最高度の品質をもつ、最も革新的な手術用顕微鏡技
術で現在および将来のニーズに応えています。

「ユーザーとともに、ユーザーのために」
ライカ マイクロシステムズ

「ユーザーとともに、ユーザーのために」は 1907年にエルンスト・ライツが残した言葉です。
この言葉は、革新の推進役であるライカ マイクロシステムズとお客様との緊密な協働を 
表したものです。この伝統に応えていくために、私たちは、Pioneering（パイオニア精神）、
High-end Quality（最高度の品質）、Team Spirit（チーム精神）、Dedication to Science 
（科学に対する情熱）、そして Continuous Improvement（継続的な改善）という 5つの 
バリューを掲げることにしました。私たちにとってこれらのバリューを日々に活かすことこそが、
『Living up to Life』なのです。

www.leica-microsystems.com
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